
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和7年度申請用

様式１−１

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2

2

2

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

4

アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）

アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）

アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）

授業科目 授業科目

アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）

授業科目

アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）

データ処理入門

大学等全体のプログラム

数理・データサイエンス・AI入門

授業科目

アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）

データサイエンス応用基礎

選択項目 選択項目授業科目

学部・学科によって、修了要件は相違する

2

授業科目

人間健康学部は、2科目・4単位で構成する。科目の内訳については、以下のとおりである。

＜人間健康学部＞
健康情報学科：
「数理・データサイエンス・AI入門（2単位）」に加えて、「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）（2単位）」、または、「データ処
理入門（2単位）」のいずれかを取得し、合計4単位を取得すること。

スポーツ健康学科及び看護学科 ：
「数理・データサイエンス・AI入門（2単位）」に加え、「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）（2単位）」、または「アカデミックス
キル特別講義（データ処理入門）（2単位）」のいずれかを修了し、合計4単位を取得すること。

人間健康学部

名桜大学

名桜大学データサイエンス教育プログラム（応用基礎レベル）

データ処理入門

アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目

数理・データサイエンス・AI入門

授業科目

数理・データサイエンス・AI入門

アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）

データ処理入門

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

データサイエンス応用基礎データ処理入門

データサイエンス応用基礎
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和7年度申請用

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-10

データ分析の進め方、仮説検証サイクル：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第3回　社会で活用されているデータ）

ICTの進展、ビッグデータ、ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス、ビッグデータ活用事例：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第9回　データを読む（１））、（第10回　データを読む（２））

AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第4回　データ・AIの活用領域）

AI倫理、AIの社会的受容性、AIに関する原則/ガイドライン、AIと知的財産権：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第15回　データを守る上での留意事項とまとめ、今後に向けた学習に

ついて ）

並び替え（ソート）、探索（サーチ）：
　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）」（第3回データのインポート、検索、抽出）
　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第06回 データベースの活用： データの集計，テーブル作成（Ch.5））
　「データ処理入門」（第06回 データベースの活用： データの集計，テーブル作成（Ch.5））

コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）：
　「数理・データサイエンス・AI入門」（第11回　データを説明する）

文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、論理演算：
　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）」（第3回データのインポート、検索、抽出）
　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第06回 データベースの活用： データの集計，テーブル作成（Ch.5））
　「データ処理入門」（第06回 データベースの活用： データの集計，テーブル作成（Ch.5））

データ駆動型社会、Society 5.0：
　「数理・データサイエンス・AI入門」（第2回　社会で起きている変化 ）

実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第5回　データ・AI利活用のための技術）

（１）データサイエン

スとして、統計学を始

め様々なデータ処理に

関する知識である「数

学基礎（統計数理、線

形代数、微分積分）」

に加え、ＡＩを実現す

るための手段として「

アルゴリズム」、「デ

ータ表現」、「プログ

ラミング基礎」の概念

や知識の習得を目指す

。

（２）ＡＩの歴史から

多岐に渡る技術種類や

応用分野、更には研究

やビジネスの現場にお

いて実際にＡＩを活用

する際の構築から運用

までの一連の流れを知

識として習得するＡＩ

基礎的なものに加え、

「データサイエンス基

礎」、「機械学習の基

礎と展望」、及び「深

層学習の基礎と展望」

から構成される。

授業に含まれている内容・要素 講義内容

実世界で進む生成AIの応用と革新（対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など）：
　「数理・データサイエンス・AI入門」（第8回　データ・AI利活用の最新動向）
プロンプトエンジニアリング：
　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）」（第10回　リレーションシップと自動化）
　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第08回 
データ分析：分析ツール１（分散分析，相関，共分散））、（第09回 データ分析：分析ツール２（基本統計量，回帰，t検定））
　「データ処理入門」（第08回 データ分析：分析ツール１（分散分析，相関，共分散））、（第09回 
データ分析：分析ツール２（基本統計量，回帰，t検定））

相関係数、相関関係と因果関係：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第8回　データ・AI利活用の最新動向）

実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第5回　データ・AI利活用のための技術）

AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み：
　「数理・データサイエンス・AI入門」（第4回　データ・AIの活用領域）
　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）」（第12,13,14回　演習、全体成果報告会
）
　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第10回 
データ可視化：分析ツール３（ヒストグラム，移動平均，指数平滑））、（第10〜１5 PBL1,2,3,4,5）
　「データ処理入門」（第10回 
データ可視化：分析ツール３（ヒストグラム，移動平均，指数平滑））、（第10〜１5 PBL1,2,3,4,5）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和7年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

本プログラムで指定する「数理・データサイエンス・AI入門」に加えて、「データ処理入門」の科目を履修するとこで、データ構造を

理解し、アルゴリズム的思考を取り入れながら問題解決能力を身につけることができる。

（３）本認定制度が育

成目標として掲げる「

データを人や社会にか

かわる課題の解決に活

用できる人材」に関す

る理解や認識の向上に

資する実践の場を通じ

た学習体験を行う学修

項目群。応用基礎コア

のなかでも特に重要な

学修項目群であり、「

データエンジニアリン

グ基礎」、及び「デー

タ・ＡＩ活用 
企画・実施・評価」か

ら構成される。

★「データ表現とアルゴリズム」

並び替え（ソート）、探索（サーチ）：

　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）」（第3回データのインポート、検索、抽出）

　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第06回 データベースの活用： 
データの集計，テーブル作成（Ch.5））

　「データ処理入門」（第06回 データベースの活用： データの集計，テーブル作成（Ch.5））

文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、論理演算：

　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）」（第3回データのインポート、検索、抽出）

　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第06回 データベースの活用： 
データの集計，テーブル作成（Ch.5））

　「データ処理入門」（第06回 データベースの活用： データの集計，テーブル作成（Ch.5））

★「データサイエンス基礎」

プロンプトエンジニアリング：

　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）」（第10回　リレーションシップと自動化）

　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第08回 
データ分析：分析ツール１（分散分析，相関，共分散））、（第09回 
データ分析：分析ツール２（基本統計量，回帰，t検定））

　「データ処理入門」（第08回 データ分析：分析ツール１（分散分析，相関，共分散））、（第09回 
データ分析：分析ツール２（基本統計量，回帰，t検定））

AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第4回　データ・AIの活用領域）

　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）」（第12,13,14回　演習、全体成果報告会）

　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第10回 
データ可視化：分析ツール３（ヒストグラム，移動平均，指数平滑））、（第10〜１5 PBL1,2,3,4,5）
　「データ処理入門」（第10回 データ可視化：分析ツール３（ヒストグラム，移動平均，指数平滑））、（第10〜１5 
PBL1,2,3,4,5）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和7年度申請用

様式１−２

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2 ○

2 ○

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム

学部・学科によって、修了要件は相違する

国際学部

本学（２学部）は、2科目・4単位で構成する。科目の内訳については、以下のとおりである。

＜国際学部＞
国際文化学科及び国際観光産業学科：「数理・データサイエンス・AI入門（2単位）」に加え、「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ
開発）（2単位）」、または「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）（2単位）」のいずれかを修了し、合計4単位を取得すること。

2 4 令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）

授業科目 授業科目

名桜大学

名桜大学データサイエンス教育プログラム（応用基礎レベル）

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

授業科目 授業科目

数理・データサイエンス・AI入門

数理・データサイエンス・AI入門

アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）

アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）

授業科目 授業科目

アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）

数理・データサイエンス・AI入門

アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）

アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発） データサイエンス応用基礎

アカデミックスキル特別講義（データ処理入門） データサイエンス応用基礎
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和7年度申請用

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-10

（２）ＡＩの歴史から

多岐に渡る技術種類や

応用分野、更には研究

やビジネスの現場にお

いて実際にＡＩを活用

する際の構築から運用

までの一連の流れを知

識として習得するＡＩ

基礎的なものに加え、

「データサイエンス基

礎」、「機械学習の基

礎と展望」、及び「深

層学習の基礎と展望」

から構成される。

データ駆動型社会、Society 5.0：
　「数理・データサイエンス・AI入門」（第2回　社会で起きている変化 ）

データ分析の進め方、仮説検証サイクル：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第3回　社会で活用されているデータ）

ICTの進展、ビッグデータ、ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス、ビッグデータ活用事例：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第9回　データを読む（１））、（第10回　データを読む（２））

AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第4回　データ・AIの活用領域）

AI倫理、AIの社会的受容性、AIに関する原則/ガイドライン、AIと知的財産権：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第15回　データを守る上での留意事項とまとめ、今後に向けた学習に

ついて ）

実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第5回　データ・AI利活用のための技術）

実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第5回　データ・AI利活用のための技術）

実世界で進む生成AIの応用と革新（対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など）：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第8回　データ・AI利活用の最新動向）

プロンプトエンジニアリング：

　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）」（第10回　リレーションシップと自動化）

　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第08回 
データ分析・可視化：分析ツール１（分散分析，相関，共分散，基本統計量，回帰，t検定））、第09回 
データ分析・可視化：分析ツール２（ヒストグラム，移動平均，指数平滑））

AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第4回　データ・AIの活用領域）

　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発」（第12,13,14回　演習、全体成果報告会）

　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第10回データ分析・可視化：AIツールの活用）、（第1
1回 データ分析（ヒストグラム，移動平均，指数平滑））、（第10〜１5 PBL1,2,3,4,5）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエン

スとして、統計学を始

め様々なデータ処理に

関する知識である「数

学基礎（統計数理、線

形代数、微分積分）」

に加え、ＡＩを実現す

るための手段として「

アルゴリズム」、「デ

ータ表現」、「プログ

ラミング基礎」の概念

や知識の習得を目指す

。

相関係数、相関関係と因果関係：

　「数理・データサイエンス・AI入門」（第8回　データ・AI利活用の最新動向）

並び替え（ソート）、探索（サーチ）：
　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発」（第3回データのインポート、検索、抽出）
　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第06回 データベースの活用： データの集計，テーブル作成（Ch.5））

コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）：
　「数理・データサイエンス・AI入門」（第11回　データを説明する）

文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、論理演算：
　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発」（第3回データのインポート、検索、抽出）
　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第06回 データベースの活用： データの集計，テーブル作成（Ch.5））
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和7年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

本プログラムで指定する「数理・データサイエンス・AI入門」、「アカデミックスキル特別講義」の科目を履修するとこで、データ構

造を理解し、アルゴリズム的思考を取り入れながら問題解決能力を身につけることができる。

（３）本認定制度が育

成目標として掲げる「

データを人や社会にか

かわる課題の解決に活

用できる人材」に関す

る理解や認識の向上に

資する実践の場を通じ

た学習体験を行う学修

項目群。応用基礎コア

のなかでも特に重要な

学修項目群であり、「

データエンジニアリン

グ基礎」、及び「デー

タ・ＡＩ活用 
企画・実施・評価」か

ら構成される。

★「データ表現とアルゴリズム」

並び替え（ソート）、探索（サーチ）：
　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）」（第3回データのインポート、検索、抽出）
　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第06回 データベースの活用： データの集計，テーブル作成（Ch.5））

文字型、整数型、浮動小数点型、変数、代入、四則演算、論理演算：
　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第06回 データベースの活用： データの集計，テーブル作成（Ch.5））

★「データサイエンス基礎」

プロンプトエンジニアリング：
　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）」（第10回　リレーションシップと自動化）
　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第08回 
データ分析：分析ツール１（分散分析，相関，共分散））、（第09回 
データ分析：分析ツール２（基本統計量，回帰，t検定））

AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み：
　「数理・データサイエンス・AI入門」（第4回　データ・AIの活用領域）
　「アカデミックスキル特別講義（データ活用のためのアプリ開発）」（第12,13,14回　演習、全体成果報告会）
　「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」（第10回データ分析・可視化：AIツールの活用）、（第11回 
データ分析（ヒストグラム，移動平均，指数平滑））、（第10〜１5 PBL1,2,3,4,5）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 920 人 女性 1343 人 （ 合計 2263 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

人間健康学部 901 255 1,020 17 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 2%
国際学部 1,362 340 1,360 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

合　計 2,263 595 2,380 17 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 1%

名桜大学

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和6

学部・学科名称 学生数
入学

定員

収容

定員

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 令和元年度 履修者数

合計
履修率
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

①全学の教員数 118 人（非常勤） 68 人

②プログラムの授業を教えている教員数 4 人

③プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥体制の目的

⑦具体的な構成員

　

名桜大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

砂川　昌範 学長

名桜大学教養教育専門委員会・名桜大学リベラルアーツ機構

佐久本　功達 名桜大学教養教育専門委員会　委員長

名桜大学リベラルアーツ機構規定

　本体制は、全学向けに教養教育科目を設定し、学生に広く実施される教育プログラムとして構成す

ることで文系理系問わず全学的な数理・データサイエンス教育を実施することを目的としている。プ

ログラムを改善・進化させるための体制は「名桜大学教養教育専門委員会」であり、本学の教養教育

科目の統括と各科目のシラバス内容調整、履修者数・履修率の把握、授業評価アンケート結果を集計

と分析を行いながら継続的な改善を推進する組織である。

　数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）の基盤科目である「数理・データ

サイエンス・AI入門」、「アカデミックスキル特別講義」は、教養教育科目として開講されるため、

本委員会がその実施体制、履修状況、学生評価を一元的に管理ことが可能である。また、人間健康学

部の健康情報学科については、専門科目である「データ処理入門」を「アカデミックスキル特別講義

」の代替科目としており、より高度な専門領域の科目を指定することで、データ処理の方法について

プログラミングを応用しながら課題に取り組めるようにしている。

名桜大学教養教育専門委員会内規（第２条参照）
【機構長】
　　人間健康学部　健康情報学科　教授　佐久本 功達
【副機構長】
　　国際学部　国際文化学科　教授　山城 智史
【機構担当教員】
　　教授　高安 美智子、教授　久高 利美子、教授　田原 貴子、
　　准教授　タン エンハイ、上級准教授　立津 慶幸、准教授　李 梦迪
【国際学部において選出された教員】
　　准教授　李 梦迪（再掲）、教授　山城 智史（再掲）、
　　准教授　タン エンハイ（再掲）
【人間健康学部において選出された教員】
　　上級准教授　遠矢 英憲、准教授　新城 慈、上級准教授　立津 慶幸(再掲）
【その他機構長が特に必要と認められた者】
　　准教授　島 康貴、准教授　玉城 将、上級准教授　屋良 健一郎、
　　上級准教授　大城 真理子、助教　ケムロイ
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑧履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 10%
令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 2,380

　
⑨学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

1% 5%
15% 20%

具体的な計画

　本取り組みは、以下の内容で各年度推進してきため、令和7年度は、以下の通りに推進す

る。

・令和5年度：

　全学対象の選択必修教養科目として「数理・データサイエンス・AI入門」を開講した

・令和6年度：

　既設である健康情報学科2年次対象科目「データ処理入門」は、令和5年度改組の前より、

長年開講し、改善を続けている科目である

・令和7年度：

　改組以降、人間健康学部健康情報学科の既設科目して開講していた「データ処理入門」を

全学向けに改善したものとして「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）」を新設

し、学科を超えてデータサイエンスが学べる環境を整えた

・令和8年度：

　全学向けに新設した「アカデミックスキル特別講義（データ処理入門）：集中講義」を全

学科目として定着させるために教養科目の共通選択科目（自然科学）として開講を検討する

　応用基礎レベルに対応できる科目を全学で実施することで、人間健康学部（スポーツ健康

学科、看護学科、健康情報学科）及び国際学部（国際文化学科、国際観光産業学科）で履修

可能な科目として設計できた。これにより、全学的なデータリテラシー向上と専門分野での

データ活用能力育成を目指す。また、名桜大学教養教育専門委員会の自己点検にて、履修率

・単位取得率を分析し、学生アンケートも実施して教育内容の継続的改善を図っていく。

　本学の「数理・データサイエンス・AI入門」は、名桜大学教養教育専門委員会が管轄する

全学向け教養科目として設置してきた。本科目はオンデマンド講義を中心に実施しているた

め、各学科の時間割に縛られることなく受講可能な科目設計を採用している。さらに、応用

基礎レベルの設計では、専門的な知識の習得機会を広げるため、令和7年度から「アカデミ

ックスキル特別講義（データ処理入門）」を集中講義として追加することで、より多くの学

生が専門知識を習得できる環境を整えている。

　学部・学科の枠を超えた履修体制の整備に加え、本学の特色であるピア・アドバイザリー

制度も充実しているため、数理学習センターと連携し、先輩チューターから科目履修に関す

るサポートを受けられる体制が構築できている。

　本学では、履修促進に向けて、名桜大学教養教育専門委員会参画教員を中心に、新入生オ

リエンテーションを含む各年次のオリエンテーションを活用し、科目内容や登録及び履修に

ついて網羅的な周知を行っている。また、教養科目「アカデミックスキル特別講義（データ

処理入門）」と、健康情報学科で選択科目としている「データ処理入門」の違いについては

、各学科のオリエンテーションだけでなく、学内ポータルサイトの掲示板等を活用し、確実

な周知を徹底していく。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑪できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

　名桜大学教養教育専門委員会では、各学科選出の教員委員との連携により、履修指導に関

する情報共有を定期的に実施しており、これが本学の指導体制の強みとなっている。学生の

履修機会確保のために、教務システム（学内ポータルサイト）を活用した履修案内を実施し

ている。また、学習管理システム（LMS）などのデジタルツールを活用し、課題進捗状況の

把握と適切なフィードバックを行う体制を整備している。特に、ICTスキルに不安を持つ学

生に対しては、数理学習センターと連携した支援を提供することで、スムーズな履修・単位

修得をサポートしている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本学では、全教員が週2コマ（約3時間）のオフィスアワーを設けている。学生は授業時間外

でも学内教育支援ツールのチャット機能やメールを通じて担当教員に質問することが可能で

ある。数理・データサイエンス・AI関連科目の担当教員も、シラバスに明記されたオフィス

アワーにおいて、対面または遠隔での指導体制を整えている。また、教員が対応できない時

間帯でも、数理学習センターにて学生チューターから指導を受けられる体制が完備されてい

る。これらの学習支援システムにより、学生はいつでも必要なサポートを受けることができ

、安心して学習を進められる環境が整っている点が本学の大きな特色である。このように、

教員によるオフィスアワーと数理学習センターの学生チューターによるサポートの両輪によ

り、充実した学習支援体制を構築している。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式４

大学等名 名桜大学

①プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 佐久本功達 （役職名） 名桜大学教養教育専門委員会　委員長

②自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

自己点検・評価について

名桜大学教養教育専門委員会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得

状況

本プログラムは、共通コア科目(全学対象)の科目で構成されている。

　(1)「数理・データサイエンス・AI入門」

　(2)「アカデミックスキル特別講義(データ活用のためのアプリ開発)」
　(3)「データ処理入門」　※人間健康学部健康情報学科の専門発展科目
　
履修・修得状況については、(1)を修了し、かつ(2)または(3)を履修及び修了した学生は令和6(2024)年度においては17名
であった。合わせて、令和7(2025)年度より、全学対象とした共通コア科目(4)「アカデミックスキル特別講義(データ処理入
門)」を集中講義で開講している。これらの講義について令和7（2025）年度履修者は、(2)国際学部2名、人間健康学部9名
、(4)国際学部0名、人間健康学部2名、国際学群5名である。この18名のうちの9名は人間健康学部の学生であり、数理・
データサイエンス・AI入門も修了しているため、該当の学生は修了要件を満たすことが見込める。また、令和7（2025）年度
後期においては、健康情報学科の学生が(3)を履修できるため、例年、学科学生数の約半数が受講してくる科目であるこ
とを踏まえると、毎年40名程度の受講履修が見込められる。その人数分がプログラム修了条件を満たしていくことになる
。

学修成果

名桜大学データサイエンス教育プログラムで指定した2科目を履修した学生は、現時点(2025年5月)で健康情報学

科の17名であり、授業評価も4.1(5点満点)と高い評価を得ている。「アカデミックスキル特別講義(データ活用の

ためのアプリ開発)」は、授業評価アンケートの実施は行っていないが、毎年虎ノ門ヒルズで開催されるClaris 
Engage 
Japanの中で、担当教員が学生が開発したアプリの紹介を行った。今後は、修了者が自身の課題やレポート、PB
L、卒業研究の中で、習得した技術をどのように活用するか評価し、該当科目の自己点検に役立ていきたい。

学生アンケート等を通じ

た学生の内容の理解度

2024年度開講の「データ処理入門」に対する学生からの授業評価アンケート(5件法による調査で回答率は71%)
は、教員評価の平均が4.1、満足度も4.1と高い水準であった。また、学生の授業理解は質問項目の中でも一番高

く、4.3となっていることから、理解度の高い授業が展開できたことが伺える。

学生アンケート等を通じ

た後輩等他の学生への推

奨度

「データ処理入門」の講義では、データ処理スキルの習得達成のためにExcelを活用した講義展開となっている

。他にも統計処理を行うツールとして有名なR言語を使った学習を提供している。学生の授業評価アンケートか

らも「Excelに関して詳しい内容が学べてよかった」「R言語を使った学習がとてもためになった」「データ処理

を行う上での基本的な技術を身につけることができた」とのコメントがあった。また、「アカデミックスキル

特別講義(データ活用のためのアプリ開発)」に関しては、授業改善の目的のために最終講義後に学生からのヒヤ

リングを行っているが、文系学生でもデータ活用の重要性が学べるPBLであるというコメントをもらっており、

共に推奨度の高い授業であることが伺える。

全学的な履修者数、履修

率向上に向けた計画の達

成・進捗状況

現在、本学は「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度(リテラシーレベル)」に認定されているこ

とから、リテラシーレベルの知識に関しては、履修生が修得できる体制である。今後は、これまでPBLを中心に

開講してきた「アカデミックスキル特別講義(データ活用のためのアプリ開発)」と並行し、令和7(2025)年度から

全学対象として設置した「アカデミックスキル特別講義(データ処理入門)」も追加した。後者は、プロジェクト

ベース学習(PBL)を授業設計に加味することで、データ利活用のスキル習得を視野に入れたカリキュラム変更を

行う。これにより、「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度(応用基礎レベル)」(令和7年度申請

予定)の要件にあった内容を網羅するとともに、高いデータサイエンススキルを備えた学生を社会に送り出すこ

とができると考えている。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・

ＡＩを「学ぶ楽しさ」「学

ぶことの意義」を理解させ

ること

これまで開講してきた「アカデミックスキル特別講義(データ活用のためのアプリ開発)」に加え、令和7(2025)年
度からはPBL形式の「アカデミックスキル特別講義(データ処理入門)」を全学向けに提供する。前者の講義では

、自身が日ごろ抱える課題に関するデータを収集し、それに基づいたアプリ開発を行うPBLである。後者の講義

の前半では、データ処理の基礎を座学形式で提供し、後半ではPBLを実施する。PBLの具体的内容については、

実際に自分で収集したデータやWebで広く公開されているオープンデータを活用し、「データ分析」「データ

の可視化」「プレゼンテーション」を実施することで、学生が講義の前半で学んだことをデータと向き合いな

がら深い学びに繋げていく。

内容・水準を維持・向上し

つつ、より「分かりやすい

」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の

技術の発展を踏まえて教育

内容を継続的に見直すなど

、より教育効果の高まる授

業内容・方法とするための

取組や仕組みについても該

当があれば記載

「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度(リテラシーレベル)」では、該当する科目の基本的な概

念の習得が目的であるが、「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度(応用基礎レベル)」において

は、実際にデータを扱うスキル習得が求められる。そのため、令和7(2025)年度からは健康情報学科の専門発展

科目である「データ処理入門」の内容を見直し、プロジェクトベース学習(PBL)形式の講義を展開する。同時に

、リテラシーレベル以上のスキルを求める学生にも対応できるよう、全学向けの科目として「アカデミックス

キル特別講義(データ処理入門)」を新たに設置することで、幅広い分野でデータサイエンスの素養を活用できる

人材育成に繋げる。

教育プログラム修了者の

進路、活躍状況、企業等

の評価

指定した2科目を修了した学生はまだ在学中であるため、進路状況等の調査は現段階において把握できない。今

後は、本学のキャリア支援課と連携し、応用基礎レベルを修了した学生の進路先や活躍状況が把握できるよう

検証していく。また、将来的には修了者が就職した企業や進学した教育・研究機関などがあればそこへ調査依

頼を実施し、企業評価を把握する仕組みを構築するように検討する。

産業界からの視点を含め

た教育プログラム内容・

手法等への意見

応用基礎レベルでのPBL導入計画は、実務に近い経験を提供するため産業界としても今後の関心が高い取り組み

である。実データに基づく分析、可視化、発表そしてアプリ開発の一連のプロセスを経験させることは、近年

注目される社会課題解決能力の育成に直結する。また、現状のExcel/Rに加え、データ取得・前処理の重要性を

伝え、Python等の汎用プログラミング言語やSQL、AIの基礎にも触れる機会があれば、卒業生の活躍の幅が一層

広がると期待する。
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